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平成１７年１２月期中間（連結･単独）業績予想との差異及び 

通期（連結･単独）業績予想の修正、並びに特別損失の発生に 

関するお知らせ 
 

 

 平成１７年１２月期（平成１７年１月１日～平成１７年１２月３１日）の業績予想について、

平成１７年２月２５日付当社「平成１６年１２月期決算短信（連結）」及び同日付当社「平成 

１６年１２月期個別財務諸表の概要」、並びに平成１７年５月１０日付当社「会社分割による環

境空間施設事業の分社化のお知らせ」にて発表いたしました業績予想を下記のとおり修正いた

します。 
 
 
１．平成１７年１２月期連結業績予想の修正等 

(1) 中間期（平成１７年１月１日～平成１７年６月３０日） 
                               （単位：百万円） 

 売 上 高      経 常 利 益      中間純利益 
前 回 予 想       （Ａ） ５,１００   △７０  △３９０  
今 回 修 正       （Ｂ） ５,１００  △２６０  △８８０  
増 減 額     （Ｂ－Ａ） ０  △１９０  △４９０  

増 減 率      ０.０％ ― ― 
 
(2) 通 期（平成１７年１月１日～平成１７年１２月３１日） 
                               （単位：百万円） 

 売 上 高      経 常 利 益      当期純利益       
前 回 予 想       （Ａ） １１,４００   １００   △２２０  
今 回 修 正       （Ｂ） １１,４００  △３１０  △９６０  
増 減 額     （Ｂ－Ａ） ０  △４１０  △７４０  

増 減 率      ０.０％ △４１０.０％ ― 
 
(3) 修正理由 
 ① 中間期の売上高は計画通りの５１億円となる見込みですが、経常利益は工場のオーバ 
ーフローや鉄筋材料・原油価額上昇による生産コストアップ、収納家具事業子会社の売 
上単価下落による粗利益額減少などにより、予想を１億９０百万円下回る△２億６０百 
万円となる見込みです。当期純利益は上記の理由に加え、今期からの減損会計早期適用 
で、主に投資不動産に対する減損損失４億４０百万円が特別損失として発生するため、 
予想を４億９０百万円下回る△８億８０百万円となる見込みです。 



② 下半期の売上高は概ね計画通りに推移する見込みですが、損益面では中間期での生産 
コストアップの影響と、子会社の売上単価下落傾向が継続する懸念が残っており、通期 
業績としては売上高１１４億円、経常利益△３億１０百万円、当期純利益△９億６０百 
万円となる見込みです。 

 
(4) ご参考：前期の連結実績（平成１６年１月１日～平成１６年１２月３１日） 
                               （単位：百万円） 

 売 上 高      経 常 利 益      当期純利益       
中間期(1/1～6/30) ５,２４３ １１７ △１１ 
通 期(1/1～12/31) １０,５４１ ２０４ ８０ 

 
 
 
２．平成１７年１２月期単独業績予想の修正等 

(1) 中間期（平成１７年１月１日～平成１７年６月３０日） 
                               （単位：百万円） 

 売 上 高      経 常 利 益      中間純利益 
前 回 予 想       （Ａ） ３,９００   ４０  △２８０  
今 回 修 正       （Ｂ） ３,９００  △８０  △８２０  
増 減 額     （Ｂ－Ａ） ０  △１２０  △５４０  

増 減 率      ０.０％ △３００.０％ ― 
 
(2) 通 期（平成１７年１月１日～平成１７年１２月３１日） 
                               （単位：百万円） 

 売 上 高      経 常 利 益      当期純利益       
前 回 予 想       （Ａ） ７,１００   ８０   △２４０  
今 回 修 正       （Ｂ） ７,２００  △９０  △９４０  
増 減 額     （Ｂ－Ａ） １００  △１７０  △７００  

増 減 率      １.４％ △２１２.５％ ― 
 
(3) 修正理由 
 ① 中間期の売上高は計画通り３９億円を確保できる見込みですが、経常利益は連結業績 
で記載の通り工場のオーバーフローや鉄筋材料・原油価額上昇による生産コストアップ 
などにより、予想を１億２０百万円下回る△８０百万円に、当期純利益は上記の理由に 
加え、今期からの減損会計早期適用で主に投資不動産に対する減損損失４億４０百万円 
が特別損失として発生するため、予想を５億４０百万円下回る△８億２０百万円となる 
見込みです。 
② 下半期の売上高は概ね計画通りに推移する見込みですが、損益面では中間期での生産 
コストアップが一部下半期にも影響を及ぼすことが懸念されており、通期業績としては 
売上高７２億円、経常利益△９０百万円、当期純利益△９億４０百万円となる見込みで 
す。 

  
(4) ご参考：前期の実績（平成１６年１月１日～平成１６年１２月３１日） 
                               （単位：百万円） 

 売 上 高      経 常 利 益      当期純利益       
中間期(1/1～6/30) ４,０１０ ２４４ １１４ 
通 期(1/1～12/31) ７,７４９ ３０３ △８２１ 

 
                                      以 上 


